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空間 コード、の ガイ ド ライン に ucode を 提案

MISE タグ によ る
自動車 国際 物流 の 実証 実験
林光 一 郎

株式会社 MTI 技術 戦略 グループ

このほど、 3 年間 にわ たって 取り

組んで きた 「空間 コード の 活用 に

よる 国際 物流 の 効率化 の 実証 プロ

ジェクト」 の 事業 期間 が 終了 した。

この プロジェクト は、 日本 郵船 株

式 会社 および 株式会社 MTI (日本

郵船 の 技術 開発 子会社) ⼒ ・2008

～ 2010  年度 に 行った 総務 省のユ

ビキ タス 特区 の 委託 事業 で ある。

この プロジェクト の 概要 と 成果 を、

ここで 紹介 したい。

自動車 物流 の 効率化 を 目指す

自動車 産業 は、 我が国 の 雇用 や

付加価値 の 大きな 部分 を 占める 重

要 な 基幹産業 の ひとつ で あり、 そ

の 効率化 は、 経済 の 活性化 のた め

に 不可欠 で ある。 本 プロジェクト

の 目的 は、 自動車 物流 の 改善 にょ

り、 その 自動車 産業 の 効率化 に 貢

献 する こと で ある。

商品 に キズ はつ けられない

自動車 物流 の 大きな 特徴 は、 作業

支援 の 情報 器材 を 利用 する こと が 難

しい とい う 点 で ある。 そのため、 他

の 物流 改善 と は 異なる ノウハウ が 必

要 とな る。

具体的に は、 自動車 が 駐車場

(モータープール ・タ ー ミ ナル) 内

の 移動 時 は 運転手 が 乗車 して 自走

する が、 その 時点 で 自動車 は 商品

で あり、 キズ や 設置 跡 を 残さない

図 1 表示 に 電子 ペーパー を 使用 した MISE タグ。 "MISE" と は

表示 機能 で 「見せ」 る こと を 意味 した 名前

よ う 器材 の 持ち込み は 最小限 に し

なければ ならない。 また、 国際 物

流 で 利用 される 駐車場 は 広大 で あ

り、 無線 器材 を 利用 する 場合 に は

長い 通信 距離 と 電池 寿命 (電池 交

換 の 作業 負担 が 大きく なる ため)

が 必須 で ある。

この ような 制約 によ り、 現在 多

く の 自動車 物流 の 現場 では、 運転

手 が 持つ 手板 と フロントガラス に

貼った 紙 ラベル によ って 作業 が 行

われて いる。

情報 が一 致し ない 紙 ラベル

だ が、 この方 法 では、 システム 上

の 管理 情報、 紙 ラベル の 表記、 自動

車 現物 の 情報 とい う、 本来 一致 して

いなければ ならない 3 つの 情報 間に

不一致 が 頻繁に 起こる ため、 不要な

工数 や 属 大 的な 対応 作業 が 発生 し て

しまう。

たとえば 出荷 先 が 変更 になった

ら、 フロントガラス の 紙 ラベル を 貼

り 替える ため に 作業 者 は 広大な 駐車

場内 を 一生懸命に 走り回る が、 それ

でも、 貼り替え 作業 が 間に合わない

こと が 頻繁に 生じる。 その 結果、 紙

ラベル の 表示 を 完全に 信じられない

とい う 困った 事態 が 発生 し、 現場 の

作業 者 は 紙 ラベル が 正しくない 可能

性 を 踏まえて 作業 しなくて は いけな

い。 つまり、 極めて 属 大 的な ノウ ハ

ウ を 必要 とする 非 効率 な 状況 に な つ

てい る の だ。

紙 ラベル から 電子 タグ へ

この 課題 を 解決 する ため に、 本プ

ロジェクト では、 GPS 機能 と 表示 機

能 を 持つ アクティブ 型 電子 タグ

(MISE タグ) を 採用 した。

MISE タグ と は 当社 が 開発 した 電

子 タグ で、 GPS 機能 と アクティ ブタ

グ機能 を 用いて、 自動車 の 位置 管理、

ゲート 通過 など の イベント 管理 など

を 自動車 の 現物 と システム 上 の 情報

の 間 で 一致 させる こと が できる。 さ

ら に、 タグ に 紙 ラベル 相当 の 情報 を

送信 して 表示 させる こと で、 システ

ム上の 情報 と 紙 ラベル の 表記 を 即座

に一 致させる こと も できる。 その 結

果、 3 者 の 情報 が一 致す る。

表示 機能 に は 電子 ペーパー を 採

用 して おり、 電池 寿命 を 気にせず

に、 常時 精細な 画面 を 表示 できる

(図 1)。 筆者 の 把握 する 限り、 GPS

機能 と 電子 ペーパー を 持つ アク

ティブ 型 電子 タグ を 実業 務 の 中 で

利用 した 事例 は、 MISE タグ 以外 に

見当たらない。

ベルギー の 広大な 駐車場 でも 実験

当 プロジェク ト は 三菱 自動車 エ

業 株式会社 の 協力 を 得て 推進 して

おり、 同社 の 水島 製作所 に 隣接 す

る モータープール、 そして 水島 港

ターミナル を 主な 拠点 と して 評価

を 行った。

また、 2009 年度 から は 国際 物流
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の 実際 の サプライチェーン を 想定

し、 海外 拠点 に 輸送 する 場合 の 評価

試験 も 実施 した。 自動車 の 輸送 先 は

ベルギー の ICO ターミナル。 NYK グ

ループ が 運用 する 世界最大 級 の 自動

車用タ ー ミ ナルで ある。 これら モ ー

ター プール・ ターミナル は 非常に 広

大 で あり、 拠点 の 一辺 が 数百 m か

ら 1km、 収容 する 自動車 の 台数 は

最大 で 数万 台 に なる (図 2)。 この

ような 広大な 駐車場 内 に 散らばった

多数 の 自動車 を 紙 で 管理 すると した

らいか に 大変 か、 ご理解 いただける

だろう か。

プロジェク ト では 各種 の 物流 作業

を 評価 した が、 その 多く に は 自動車

の 駐車場 所 を システム で 保存 ・ 検索

する 操作 が 含まれる。 この 部分 で 利

用 した の が 、 ucode 空間 コード で ある。

状況によって 変わる 自動車 の
位置 を 管理 できる ucode

自動車 物流 の 現場 では、 自動車 の

駐車場 所 の 管理がた いへん 複雑 で あ

る。 一般的な 駐車場 では 地面 に 引 か

れた 白線 で 駐車 位置 が 区切られ てい

る こと が 多い が、 これ に 対して、 自

動 車 物流 の 現場 では、 通常 時 は 作業

を 行い やすい よ う 広い 駐車 間隔 を 取

り、 混雑 時には 多数 の 自動車 を 駐車

できる よう 駐車 間隔 を 狭める、 と

いった ように、 駐車 間隔 が 状況 に

よって よく 変わる。

また、 通常に は 通路 とな って いる

区画 が 混雑 時 は 駐車場 所 になったり、

通常 時には 格子 状 に 駐車 してい る 配

置 が 出荷 準備 時には ヘリンボーン 状

(綾 状) に 変更 されるな ど、 駐車場 内

の 同一 の 位置 であって も 状況 によ っ

て 利用 方法 が変わる ので ある。

世の中 に は、 郵便番号、 緯度 経度、

GS1 の グローバル ロケ ー ショ ンナン

バー など、 さまざまな 位置 コード が

存在 する。 だ が、 本 プロジェクト で

必要 とする 「個別 の 自動車 の 駐車場

所 に 発 番 可能 で、 状況 によ る 利用 方

法 の 違い を 反映 できる」 位置 コード

は、 ucode 空間 コード の ほかに は 存

在 しなかった。 そのため、 本 プロジェ

クト は ucode 空間 コード を 採用 し、

システム 内部 で 利用 する だけ ではな

く、 システム 間 で データ を 連携 する

方法 について も 評価 検討 を 実施 した。

国際 標準化 団体 GS1 に 提案 も
今回 の 評価 検討 作業 の 結果 を まと

め、 国際 標準化 団体 GS1 に 対して 空

間 コード の 導入 ガイドライン を 提案

した。 この 提案 では ucode 空間 コ ー

ド と 他 の 国際 標準 位置 ・ 空間 コード

との 比較 を 行い、 自動車 の 国際 輸送

に ucode が 適して いる 理由 を 説明し

てい る。

早く も 実用化 に 向けた 動き

本 プロジェク ト で 3 年間 の 実証 実

験 を 続けて きた こと で、 技術的な 側

面 で の 実用化 の 目処 が 立ち、 今後 は

実用 に 向けて システム を 進化 させて

いく こと と なった。

本 プロジェクト で 開発 した システ

ム ・ オペ レー ショ ン は、 三菱 自動車

工業 株式会社 以外 にも 多く の 国内外

の 自動車 会社 から の 注目 を 集め、 高

度 道路 交通 システム を 扱う 特定 非 営

利 活動 法人 ITS Japan におい て、 実

用 化 ・ 標準化 に 向けた 活動 が 開始 さ

れ た。 今後 は、 実証 実験 とい う 枠 の

中 で 検証 しきれなかった ビジネ スモ

デルや オペレーション など の さま ざ

まな 側面 から の 検討、 たとえば シス

テム 面 で 言えば、 さら なる 省電力 化

や 各種 セキュリティ 対策 の 実装 など

を 行って いく ことに なる。

冒頭 に 述べた とおり、 自動車 産業

は 日本 の 基幹産業 の ひとつ で あり、

今後 日本 で 自動車 生産 を 維持 してい

く ため に は、 物流 の 効率化 が 不可欠

で ある。 当 プロジェクト で 得た 経験

を 早期 に 実 ビジネス につ なげて いき

たい。 〇
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